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A Comparative Study of English Textbooks 
for Junior High School Students in China and Japan:














　一方、日本では、2017 年 3 月 31 日に告示された小学校学習指導要領により、小学校中学年（3、
4 年生）には外国語活動が、高学年（5、6 年生）には教科としての外国語が導入されることになった。





















の語数は文部省の学習指導要領により約 1500 語程度であり、平成 19 年度の「ゆとり教育」版では、
中学校検定教科書の語数は約 900 語に減少した。それに対して、上西（2013）で言われているよ
うに、日本の中学校１年生の英語教科書の総語数は、タイや中国の小学校１年生の教科書の総語







れば、CNKI における 2012 年から 2016 年にかけての中国の高校英語教育における問題を調査し
た 25 本の論文の内容について検討したところ、その中の 12 本は主に全国統一大学試験について
の問題を指摘しており、また中国の英語教育において、中国文化と英語教育の連結が緊密ではは
いことを批判したものは 6 本であったことが分かっている。また、Hao and Otani（2016、p.69）で、
“The National Matriculation Test has brought an enormous impact on the whole high school 
education system. From the perspective of English education, this will be further analyzed 
from the following three aspects: English Teachers in a dilemma between CBER(China’s 
basic education reform) and NMET (National Matriculation Test); Students’test-oriented 














































































　中国の教科書は、上冊・下冊合わせて 14 章がある。各章は Section A と Section B で構成さ
れている。Section A には Warm up、Listen、Speak、また Listen を繰り返し、Speak、Role-
play を行う。Section A の最後は、Reading、Writing と文法の練習を行っていく。Section B に
関しては、Listen、Write、Role-play の後、Section A の Reading より長くなる文章を読んで、
文章に関する質問を解答することである。各ユニットの最後はまとめとして Self check の練習
問題が載っている。
　日本の教科書では、内容的に深みのある題材も取り上げられている。例えば、環境問題に関
する主な題材として The 5 rs to save the earth、Clean energy sources（３年）がある。異文
化相互理解に関する主な題材は「国際フードフェスティバル」（１年プログラム６）と So many 
countries, so many customs（２年プログラム 10）である。そして、日本の文化や特色について



















Program1: A history of vegetables. How can we become good learners? 
Power-up: Listening &Speaking 旅行 I think that mooncakes are delicious! 
Program2: 
Volcanoes in japan 
Could you please tell me where the restrooms 
are? 
Program3: 
The 5 rs to save the earth 
I used to be afraid of the dark. 
Power-up: speaking 道案内 What are the shirts made of? 
My project:あの人にインタビューしよう When was it invented? 
Program4: Reading: 
Faithful elephants 
Teenagers should be allowed to choose their 
own clothes. 
Power-up: writing お祝い・お礼メール It must belong to Carla. 
Program5: sushi-go-around in the world I like music that I can dance to. 
Power-up: speaking 電話 You are supposed to shake hands. 
Program6: let’s talk about Japanese things. Sad movies make me cry. 
My project: 日本文化を紹介しよう Life is full of the unexpected. 
Program7: what is the most important 
thing to you? 
We are trying to save the earth. 
Power-up: listening アナウンス I remember meeting all of you in Grade 7. 
Porgram8: clean energy sources 
Power-up: writing ホームページで学校紹介 
Program9: reading 

























学年の教科書に My project が３回ある（表１）。各プロジェクトは定められている主題に従って
アクティブ・ラーニングの活動を行う。この活動を行うためには、新聞や記事を読んだ上でペア
になって会話を作ったり、情報を調べたり、発表したりするためには協力し合う能力が不可欠で










Listen & speak 会話を聞き、質問を解答する
テーマに踏まえて会話を作る






































表３ 日本の教科書Sunshine におけるプログラムの構成 
プログラムの構成 内容 






２． Warming up 基本的な会話による文法を及ぶ 
Listening 会話を聞き内容に合う絵を選ぶ 



























ない。例えば、How can we become good learners?　I think that mooncakes are delicious!など、
生活の場面を章のテーマにして英語を勉強する。異文化理解や自国文化を発信することを主題
とする章がないが、章の中に異文化理解と関わる内容も扱われている。例えば、第５章で What 
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